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治 革

大正1 3年8月1日、当時の近代的交通機関として、市営電車が営業路線6・8キロメートル、車両22両

で開通し、以来市勢の発展と共に漸次路線の拡張を待、、半世紀以上にわたり市内交通の主要機関としての

役割を果して来た。

・　蝣.'.」.I 'I:1,"もii'こr*J--'蝣蝣'欄Ill ∴排日阜　　・u:I ち-- ・・・一・・・・一仙気'蝣・<l''・i.守

覆境の激変に伴い、逐年電車は都市交通機関としての機能を喪失し・年女利用客の減少と相まって著しい経

営悪化に陥り、贋次廃止の運命をたどってきている.

本市においても、昭和38年臥営業路線25キロメートル、車両87両、年間乗客4,247万5千人を

ピークとして乗客は減少し、それに伴い逐次路線を廃止してバス輸送に転換しているが、現在なお営業路線

1 2キロメートル3 9両で2系統の路線を運行している。

一方バス事業は、昭和2年1 1月2 3日、電車の補助的交通機関として営業路線1 8キロメートノ車両17

両で発足Lたが、その後都市圏の拡大に伴う利用客の増加に対応して、年々路線の拡充を図り、現在営業キ

。1 47キロメートル、 215両で1 04系統を運行するに至っているが、今日の道路交通の混雑により、

定時運行の確保に支障をきたす等企業蒙境の悪化傾向に解、専用レーン強化など信頼性の回復に努めている

が利用客は漸減の状況であるO

2　再　建　計　画

都市交通をとりまく慕境の悪化により、交通事業は、深刻な経営危機に直面するに至ったので・昭和4 8

年度より財政再建団体として1 5年間にわたる再建計画を策定し、国及び市一般会計からの財政援助と企業

努力によって、経営健全化を推進していくことになりこの基本方針に沿って鋭意努力を続けているO

更に、今後の都市交通問題について、熊本市名肺交通問題協議会は、都市交通の陸路を打開し、活力ある

住みよい都市づくりを目指すため、専用軌道の建設を進めるよう提言している。

しかし、都市交通は、解決すべき多くの問題を抱えており、専用軌道システムの導入も検討の余地がある

ので、市の主要幹線を運行している電車2号系統については、代替交通手段の選択が確立するまで、存続す

ることとしている。このため、一般会計からの財政援助を強化するとともに、路面電車の冷暖房化等のサー

ビス向上をはかる等、経営基盤の充実に努めているO
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3　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

a　屈　EiォW7J

年 度

事 項 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

年 間 輸 送 人 員 14,7 88 5 3 6 13 J8 85ごi= 6 ll,3 16月50 92 19.142 8 ,968 5 36

年 間 走 行 キ ロ (Km ) 1,61 73 04 .6 15 67,3 56 1,414,654 1,37 6ユ1 8 1β53,773.4

使 用 車 両 (両) 7,4 375 7 2 84.6 7,098.7 6,768.0 62 62.0

利 用 率 (% )蝣 8 4 74 6 .2 4.9 4 .8

乗 車 料 収 入 (円) 5 33β78,5 27 7 115 50 5 5 0 6772 16 9 9 3 70 9β2 1,936 6 96,14 3,9 61

日

千

均

輸 送 人 員 4 0,5 17 37,9 39 3 1,005 2 52 58 24 57 1

走 行 キ ロ(Km ) 4,432.6 4 ,2 82.4 3 .875.8 3,770 3.70 9

使 用 車 両 (両) 20A 1 93 1 94 1 9.0 17 .2

乗 車料 収入 (円) 1,4 62,9 55 19 44 ,12 8 1β55,389 1,94 4β92 1,90 72 44

一平

車

日均

輸 送 人 員 1β88 1,90 6 15 9 4 13 6 2 1,4 32

走 行 キ ロ (Km ) 2 1 75 2 152 199 3 203 .3 2 16 .2

乗 車 料収入 (円) 71,7 92 9 7,67 9 95 4 00 10 49 00 1 11,170

表 定 速 度 (Km/ H ) 1 2.7 126 12 .9 13 .2 14 2

(2)　営　業　路　線

年 度

事 項
4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

路 線 嘩 長 (K m < 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5 1 2 ▼0 2 5 1 2 .0 2 5

単 線 嘩 長 (.Km ) 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 . 2 7 7

複 線 延 長 (K m ) l l .7 4 i l l .7 4 8 l l.7 4 8 l l .7 4 l l .7 4 1

営 業 路 線 延 長 (血 1) 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3

運 転 系 統 係 蹄 2 n 2 2 2

停 留 所 数 (カ所 ) 3 4 3 4 3 4 3 4 3 4

停 間

留 距

所 離

最 長 (Km ) 0 .5 3 4 0 .5 3 4 0 .5 3 4 0 .5 3 4 0 .5 3 4

最 短 (Km ) 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0

平 均 (K m ) 0 . 3 6 4 0 . 3 6 4 0 . 3 6 4 0 .3 6 4 0 . 3 6 4

軌 道 乗 り入 れ 許 可 ( Km )
1 1 1 1 1

0 .6 0 0 0 .6 0 0 0 .6 0 0 0 .6 0 0 0 . 6 0 0

(3)系統別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 3年度)

慕

疏
区 間 走行 キ ロ

乗 車

人 員
収 入 費 用 差 引

キ ロ 当 た り収 支
乗車効 、′

収 入 費 用 差 引

2
°一7テ

健 ～ 軍

田 崎 橋
( 9 .2 km )

km 千人 千円 千円 千円 円 円 円 %

1,035 ,7 57.6 7,1 8 1 9 88.36 3 1,02 7β0 0 ∠ゝ3 9,43 7 95 4 .2 4 9 92 .3 2 △ 3 8 0 8 云4.9 7

3
口7ヲ

健 ～ 軍

上 熊 本 駅

( 9 .4 km J

318 ,0 158 1,7 87 273,3 30 3 15,7 29 ∠4 2 3 9 9 8 5 94 8 9 9 2.8 1 ∠ゝ 1 3 33 3 28 .3 5

計 1.353 ,77 34 8.9 6 8 12 61,6 93 1,3 43,5 29 ∠ゝ8 1,8 3 6 9 3 19 8 9 9 24 3 ∠ゝ 6 0 .4 5 3 3.4 1

(荏)乗客1人当たり料金収入
定期外　82円76銭
定　期　57円29銭
平　均　77円62銭
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(4)電車運行要領(昭和51年5月20日実施)

項 目 華統
2 号 3 号

運 行 区 間

熊本駅前～健軍 ( 8.7th )

田崎橋～健軍 ( 9.2 Km )

朝l.l…上熊本駅～神水橋 ( 7.9Km )

( 6 : 5 2 ~ 8 : 3 8 )

昼夜 上熊本駅～健軍 ( 9.4 Km )

営 業 時 間 6 :0 0 ′-2 3 : 1 5 6 : 3 0 ′~ 2 2 : 1

運 転 方 法

ダイヤ運転 ダイヤ運転.

夜間帯時間表 .表示

( 2 0 ‥0 0 から最終までの時間表を各停

留所に表示 )

終日時間表 .表示

(5)在籍車両数

車 両 年 産 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

ポキー車( ワンマン) 3 7 3 7
3 7

(連接車2両を含む)

3 7

(連接車2両を含む)

3 9
(連接車4両を含む

(⑳　料　　金(昭和52年4月6日改定)

jLL
E3

!< "1'1 運 賃 団 体 旅 客 運 賃 団体旅客運賃

の大 人 小 児
特. 殊 運 賃

大 人
4、児及び特殊

過
制 (中学生以.上) ( 4、学生以下) ( 中学生以上 ) 割引適用方法

対キロ

最初の4 キロまLl 1 2 才未満の者 身体障害者手帳 5 0 人以上の団 左記の団体で/j、基準となる普通

旅 では 8 0 円 は大人の運賃の の交付を受けて 体で同時に一定 学生以下の/j、児 旅客逮賃からそ

客 4 キロを超え7 * サ いる者及び介護 の停留所で乗降 及び身体障害者 の運賃の1 0 0

区間制 キロまでは10 0円
6才未満の幼児 人 する場合 並びに養護施設 ft -<r>2 5以内の

逮

質

は保護者同伴の 諸施設により養 ( よ晶孟以上) 児童の団体 額を割引した叡

運 賃 7キロを超える

時は1 2 0 円

堪合に隈や蝣r <r>

1人は無料とす

る

護人又は保護を

受けている者及

び付添人

定

翠

紘

5

逮

質

種 別 期 間 キロ数 金 額 割 引 率

通 勤

1 カ月

4 キロまで 3,6 0 0 円

普通運賃を6 0倍 したものから2 5 % 割引7 キロまで 4,50 0

7キロ以.上 5,40 0

3 カ月

4 キロまで 1 0,2 1iO

1 カ月定期運賃額を3 倍したものから5 % 割引7 キロまで 1 2,8 30

7 キロ以.上 1 5,3 90

通学 ( A種 )

中学 生以上

1 カ月

4 キロま.で 2,4 0 0

普通運賃を6 0倍したものから5 0 % 割引7 キロまで 3,0 0 0

7 キロ以上 3,60 0

3 />F

4 キロまで 6,8 40

1 カ月定期運賃額を3 倍したものから5 % 割引7キロまそ 8.5 50

7 キロ以上 1 0,2 60

通学 ( B種 )

小 学 生

身 障 者

1 カ月

4Pキロまで 1,20 0

普通運賃を6 0 倍した ものから7 5 % 割引7 キロまで 1,50 0

7 キロ以上 1,8 00

S ヵ月

4 キロまで 3,42 0

1 カ月定期運賃額を3倍したものから5 % 割引7 キロまで 42 8 0

7 キロ以上 5,1 30

通 勤、 通学 1 カ月

4 キロまで 4,20 0 通勤定期運賃額の2分の1 と通学 ( A 種 )運賃額の合

計敵
7 キロまで 5,2 50

7キロ以上 6,3 0 0

」 m 1 カ月 7 キロ以.上 1 0,00 0 普通運賃額を1 8 0倍 したものから5 3.7 % 割引

電車、自動車

共 通

1 カ月

3 カ月

/ 電卓と自動車路線が並行している区間を利用するもの

で電車と自動車の定期運賃のうち、いずれか高故と夜

W Sj
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4　自動車運送事業

(1)輸　送　状　況

昭和2年1 1月23日事業開始
昭和6年　5月23a事業開始

皮 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

・I. J -1
乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 蝣sfe 貸 切 乗 合 貸 甲 乗 合 貸 切

年 間 輸 送 人 員 36,358,067 267.799 34,719,959 214725 2,9703 81 198月45 31.194367 170,462 29J6185 84 167,85

年 間 走 行 キ ロ(k垣 68 23,352 537.312 6,832296 390,828 618叫 67 336′092 6,750364 328.627 6,781.593 248,54

使 用 車 両 (両 ) 62050 5,531 61.717 4,343 622 25 3,餌6 60957 3.560 602 13 3,61

利 用 率 (% ) 芝OB - 19.3 18.2 -
16.9

I
15.8

乗 車 科 収 .入 (円) 1,635,舶 D10 M S粒,B 1971S6OJ30 146胤 71】脚 .064180 1乳878.ォ0 ,加191986 1あ1823,0762,3 0239, 1153168

日

千

均

輸 送 人 員 99,611 734 94.863 5OT 90330 545 85.464 467 81.147 46

走 行 キ ロ (km) 18,694.1 1,472,ユ 18帥 7 1,067.8 18,797 920.8 18,496 900 18,579.7 6 81

使 用 車 両 (両) 170 15 168.6 11、9 170.5 9.9 167 10 165.0 9.9

乗 車 科 収 入 (円) 448時59 408,116 5.387.596 400,141 55 45381 353,092 62 71,013 347.460 6,548,602 315,936

一 平

日

車 均

輸 送 人 員 586 562.5 530 - 512 - 491.9

走 行 キ ロ(km) 110.0 - 110.7 110.3
- 110.7 112.6

乗 車 科 収 入 (円) 26356 - 31.950 32,524 - 37,550 39JS96

表 定 速 度 (km / 1カ 136 13.4 136 - 13.7 13、8

(注)表定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した

(2)営　業　路　線

事 項 年 度
4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

免 許 路 線 (ゆ 1 4 0 .3 5 5 1 4 5 . 8 5 5 1 4 7 . 0 3 5 1 4 6 .6 3 5 1 4 6 .6 3 5

営 業 路 線 (ta n) 1 4 0 .3 5 5 1 4 5 .1 5 5 1 4 7 .0 3 3 1 4 6 .6 3 5 1 4 6 .6 3 5

休 止 路 線 (由 0 0 .7 1 .9 0 0

停 留 所 数 (カ所 ) 3 7 4 3 9 5 3 9 7 3 9 7 3 9

停 間

留 距

所 離

最 長 ( k m ) 2 .2 1 . 6 1 .6 1 .6 1 .6

最 短 ( k d 0 .1 0 .1 0 .1 0 .1 0 .1

平 均 ( k由 0 .3 7 5 0 .3 6 9 0 .3 7 0 0 .3 6 9 0 . 3 6 9

連 系

転 蒙

路 線 ㈱ 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6

系 統 数 (系 統 ) 1 0 1 9 6 9 8 9 6 1 0 4

運 距

転

系

統 離

総 長 (ta n) 8 3 5 .2 8 0 6 .2 8 5 1 .7 8 1 7 .1 8 6 8 .6 5

最 長 (k m ) 1 9 6 2 2 .6 1 7 .6 1 8 .0 1 8 .0

最 短 (M ) 1 .8 1 .8 1 .8 1 .8 1 .8

平 均 (k m ) 8 ー2 7‥ 8 .4 8 .7 8 .3 8 .4

-260-



(3)パス専用レーン

区 間 距 離 適 用 時 間

専

用

レ′

I

㍗

東郵便局前交差点～熊本城前交差点
km

上 .下 5.8
ラブシ凋 珊 7:00'17:00-' 9:0 0-1 9:00

明午橋通 り～水道町交差点 上 . 下 1.1

南熊本駅前" 辛島町交差点 上 .下 3.0

浄行寺交差点 下 0.1

水前寺駅通 り～水前寺敵前 .上 0.4
ラツシ欄 間帯 7:00~ 9:017 :00- 19:03

計 1 0一4

(4)在籍車両数

年 度
車 両 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

莱

令

n y rr 2 0 2 2 0 2 2 0 7 2 0 0 2 0 0

ツ- マン′ 3 3 3 0 0

貸 切 2 3 2 3 1 8 1 7 1 5

計 2 2 8 2 2 8 2 2 8 2 1 7 2 1 5
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(5)路線別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和53年度)

路
響

口ち

us m .」 走行 キロ 乗車人員 収 . 入 費 用 差 引

キ ロ当た り収支

収 入 費 用 差 .引

1 轟 1 場 状 線

km 千人 千円 .千円 印 円 .円 円

5 7 4,0 3 5 3 9 5 4 3 0 1β8 2 2 3 52 3 0 6 6 6 5 2 5 2 5.8 9 4 0 9.7 8 116ユ1

2 第 2 〝 4 8 3 5 9 7 2 ,1 7 4 1 9 1,7 2 7 2 0 4 ,7 5 1 ∠ゝ13.0 2 4 3 9 6.13 4 2 3D 4 △3 6.91

3 池 田 大 窪 線 3 1 2 2 0 1 1,5 9 7 1 20,9 4 3 1 2 0,5 09 4 3 4 3 9 7.3 9 3 8 6 .0 0 l l.39

4 新 外 京 壌 線 64 9.4 4 2 35 7 8 32 9.6 2 3 2 6 5 ,3 2 3 6 43 0 0 5 0 75 5 4 0 8 5 4 99.01

5 川 尻 青 山 線 8 7 3ー8 64 3S 0 1 4 1 1,6 9 1 3 2 1,8 0 0 8 9.8 9 1 4 7 1.1 2 3 6 8.2 5 102 .8 7

6 島 崎保 田窪線

3 7 9β3 2 24 2 5 1 8 7,7 1 2 1 52 .1 2 1 3 55 9 1 4 9 4.8 5 4 0 1.0 2 9 3.8 3

7 南 郷 団 地 線

8 構 武蔵 ケ丘 線

9 2 2 ,3 1 8 3 .8 4 7 3 7 1,6 7 2 3 7 5,7 4 5 -M l)7 3 4 0 2 9 8 4 0 7.39 ⊥ゝ141

9 四方池竜田口線

1 0 野 口 南 町 腺 56 4.6 27 1,6 6 4 1 8 1,5 5 6 2 1 3β1 5 ∠̂3 2 ,0 5 9 3 2 1.5 5 3 7 8.3 3 ∠ゝ5 6.78

l l 御 幸 木 部 線 1 5 1,9 6 8 5 6 8 6 1ユ2 7 5 8 ,0 76 3∫)51 4 0 2 2 4 3 8 2 .1 6 20一08

1 2 花 園 柿 原 線 2 1 83 4 3 1,1 1 7 9 2β2 7. 9 5 ,5 7 9 △2 ,7 52 4 25ユ4 4 3 7ー7 5 ^ 12 .61

1 3 川尻 ( 国道 ) 級 3 1 6,0 6 b 8 2 8 1 0 1ユ2 7 1 1 8∫)4 2 ∠ゝ1 6,9 1 5 3 19.9 6 3 7 3.4 7 ∠さ5 3.51

1 4 画 図 線 2 2 75 37 90 2 9 1,3 2 5 9 0 ,7 5 8 56 7 4 0 13 6 3 9 8.8 7 2 .4 9

1 5 た け み や 線

南町野ロ線に含む1 6 招 山 津 線

1 7 川 尻土河原 線

1 8 東 町 団 地 線 1 5 5,9 3 3 3 6 5 3 9ユ3 8 5 8 .0 3 1 ∴ゝ18.8 9 3 2 5 09 9 3 7 2ユ5 ∠ゝ121ユ6

1 9 中 央 瑳 状 線 1 9 85 3 0 6 1 9 5 02 22 8 1,6 0 5 ∠ゝ3 1,3 8 3 2 5 2 .97 4 1 1.0 5 ^ 158.08

2 0 上熊本昭和町線 2 3 9 .6 8 7 8 7 4 9 0β8 0 9 4β4 1 ∠魂5 6 1 3 7 5.8 2 3 9 4β5 ∠ゝ19.03

2 1 高 平 団 地 線 8 3β1 1 2 4 9 2 5.8 7 3 48 ,4 0 8 ^ 2 25 3 5 3 0 8.7 1 5 7 7 5 9 ∠ゝ2餌.88

2 2 県 会議 事 堂線 5 8 .7 3 1 2 7 2 2 3,8 9 4 2 6,7 2 0 △2 ,8 26 4 0 68 4 4 5 4 9 6 z 4̂ 8.12

2 3 l上 熊 本 線 2 4 3,1 6 3 7 1 4 6 6,9 4 4 1 0 0,3 6 0 △3 3.4 1 6 2 7 5.3 1 4 1 2.7 3 ∠ゝ137 42

2 4 長 革 団 地 線 12 8 ,0 0 8 3 7 1 3 5,3 99 5 7,4 9 0 ∠ゝ2 20 9 1 2 7 65 4 44 9ー1 1 ∠ゝ172ー57

2 5 城 北 線 上熊本線に含む

2 6 坪 井 線 四方池竜田口線に含む

路 線 計 6 ,7 8 1,5 93 2 9.6 19 2,7 7 4,7 6 2 2 ,7 18,8 0 4 5 5 0 5 8 4 0 9.1 4 0 0.9 1 8 .25

貸 切 2 4 8.54 7 1 6 8 1 3 52 7 4 1 99,99 9 △6 4,7 2 5 5 4 42 8 04 .67 ^ 2 60.4 1

合 計 78 3 0,14 0 2 9 ,7 8 7 2,9 1 0.03 6 2▼9 1 88 0 3 △̂8 .7 6 7 4 13 3 4 4 15.1 8 ∠ゝ 1ー2

(荏)　乗客1人当たり運賃収入

定期外　82円30銭

定　期　75円81銭

全　体　80円70銭
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(6)料　　金

ア　乗合自動車乗車運賃(昭和53年1明1 1日改定)

(普通旅客運賃)

辛 運 .質 最低運賃
特 殊 運 賃

大人 ( 中学生以上 ) 小児 (/l酬 大 人 /J、

蝣* t * ロ

最初の 2 キロまでは賃率 大人運賃の半額 円

7 0

円

4 0

身体障害者手帳の交

3 5 円 8 0 銭 ただし 1 0 円未 付を受けている老及

2 キロを超え 1 5 キロま 満の場ノ蝕ま1 0 び介護人、諸施設に

区間制 では賃率 1 7 円9 0 銭 円に切 り上げ より介護人又は保護

運 賃 1 5 キロを超え 3 0 キロ を受けている者及び

までは賃率 1 6 円 1 0 銭 付添人並びに精神薄

として討貸 した額 弱者及び介護人

(定期旅客運賃)

種 別 期 .間 割 引 率

通 勤 ( 大 人 )
1 カ月 当該区間 の基準運賃敵 を 6 0 倍 した ものか ら 2 5% 割引

S ヵ月 1 カ月運賃敵 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引

通 勤 ( 小 児 )
1 カ月 通勤 ( 大 人 ) 1 カ月運賃額 を 5 0 % 割引

S ヵ月 〝 3 カ月 〝

通 学 ( 大人 )

( 中 学生 以 上 )

1 カ月 当該 区間の基準運賃額を 6 0 倍 したものか ら 4 0 % 割引

S ヵ月 1 カ月運 賃額 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割 引

通 学 ( ′J、児 )

( /1、学 生以 下 )

1 カ月 通学 ( 大人 ) 1 カ月運賃額 を 5 0 % 割 引

芦 カ月 1 カ月運賃復を 3 倍した ものから 5 % 割 引

通 勤 通 学
1 カ月

全 区間往復乗車 となる場 合は乗車区間の大 人通勤定期運賃 と大 人通学運

賃 癖との合算額の 2 分の 1 、その他は 4 分 の 1

S ヵ月 1 カ月運賃額 を 3 倍 したものから 5 % 割引

身

体

障

堂
□
者

通勤 ( 大人 )

1 カ月 通勤 ( 大人 ) 定期 運賃 額を 3 0 % 割引

S ヵ月 1 カ月運賃額 を 3 倍した ものから 5 % 割引

通学 ( 大人 )
i * n 通学 ( 大人 ) 定期運賃街 を 3 0 % 割引

S ヵ月 1 カ月運賃額 を 3 倍 したものから 5 % 割引

電 車 . 自動 車
1 カ月 電 車 と自動車路線が並行 してい る区間を利用するものそ、自動車と電車

共 通 定 期 券
S ヵ月

の定期 運賃の うち同額 か、いず れか高教 となる運賃
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(回数旅客運賃)・--全券種　電車・パス共通

$ m . 数量 内 容 通 用 方 法 . 備 考

・Hl

7 0 0 円券

冊

1 7 0 円券 × 1 1 枚疲

乗車区 間の運賃 額に

合 わせ て使用
電車バス共通

8 0 0 円券 1 8 0 円券 × 1 1 枚簸

9 0 0 円券 1 9 0 円券 × 1 1 枚 綴

fヨ 1,0 0 0 円券 1 1 0 0 円券 × 1 1 枚 縁

過

N

敬

旅

客

運

質

1,1 0 0 円券 1 1 1 0 円券 × 1 1 枚 綴

組券 6 0 0 円券

鑑 券 1,0 0 0 円券

組 券 1,0 0 0 円券

組券 1ー0 0 0 円券

1

1

1

1

………≡ ………葱 }計 3 3 竿

……≡ … : …≡ }計 2 8 槻

1 0 R # x 2 2 ォc18 0 Pサ x l l ォcP 3 3W

呈: 器 霊 桓 0 槻

過
7 0 0 円券 1 7 0 円券 × 1 3 枚綴

乗 車区間の運賃額に

電車パス共通

8 0 0 円券 1 8 0 円券 × 1 3 枚綴

学

匝-

9 0 0 円券 . 1 9 0 円券 × 1 3 枚縁

1,0 0 0 円券 1 1 0 0 円券 × 1 3 枚綴

1,1 0 0 円券 、1 1 1 0 円券 × 1 3 枚綴 合わせ て使用

敬

旅

組券 6 0 0 円券

阻券 1ー0 0 0 円券

組券 1,0 0 0 円券

1

1

1

……RZ 蓋 ………葱 ト 機 学校 または身体障害

者福祉 法に規定す る

諸施設 に通学 (通園)

す る者

客

運

質

…o rO RO R 蓋 …1: …≡ }計3 7 枚綴

……R= ≡ ………≡ } 計 5 4 機

( 身分証明必要 )
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5　経　営　状　況
(単位　円)

年 度

事 項
4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

戟

追

事

莱

総 収 益 6 7 4 ,4 7 4 3 7 4 8 5 8 3 9 3 4 95 8 6 5 ユ 5 3,0 9 1 11 2 6ユ1 8 6 0 5 1,2 6 1 ,6 9 2 5 4 5

乗 車 料 収 入 5 3 3 9 7 8 5 2 7 7 1 1 5 5 0,9 5 0 6 7 7 2 16,9 9 3 7 0 9,9 2 13 3 6 6 9 6 ,1 4 3β 6 1

そ の 他 収 入 1 4 0 4 9 5 ,8 4 7 1 4 6月4 2 ,5 4 5 1 8 7 β3 6,0 9 8 4 1 6 ユ9 6 6 6 9 5 6 5 5 4 85 8 4

総 費 用 1,11 5 3 5 6 3 5 2 1 ,1 6 la 9 7,4 4 9 1ユ6 8 3 8 0 5 7 7 12 8 5,7 2 0,7 8 8 1.3 4 3 5 2 9 ,66 1

A ft ft 8 8 4 5 9 8 5 0 9 9 0 6 ,60 5 8 2 3 9 0 8 ∫3 35,8 3 9 9 9 6 9 '7 6,93 7 1,0 5 7 β6 4β0 0

減 価 償 却 費 3 9 5 6 7 ,7 4 7 3 1,70 5β7 1 2 4 ,8 4 4,8 4 8 2 5,8 5 7 β3 2 1 9 2 4 4 8 8 0

電 力 費 2 6 0 7 9 ,8 5 9 2 9 4 9 3,7 3 1 3 2 ユ7 2 ,4 7 5 3 3,7 9 51 4 5 3 32 2 9 0 9 6

支 払 利 息 1 2 7 ,4 5 73 9 8 14 7,7 5 8 3 6 0 15 6 ,0 2 2 9 2 4 1 6 4 β2 3 ,8 6 9 1 5 2,7 2 2 5 2 6

修 繕 費 1 4 ,6 2 7 5 6 1 1 6ユ1 1 ,1 8 6 1 5 ,4 79 ,32 0 1 9 .8 6 89 1 0 1 8 5 8 7 ,3 2 3

そ . の 他
2 3 5 2 4 ,7 7 8 2 9 5 2 2 ,6 7 8 3 1 3 2 5.1 7 1 4 4 3 9 80 9 5 6 2 ,0 8 1 ,2 3 6

単 年 度 損 益 △4 4 1,3 8 1 9 7 8 ∠8 0 2 8 0 39 5 4 ∠3 0 3 2 2 7 ,4 8 6 ∠且 59 ,6 0 2 1 8 3 ∠璃 1 ,8 3 71 1 6

累 穣 欠 損 金 1,9 2 7 ,9 8 4 5 2 5 2 ユ4 28 85 ,5 10 2 3 4 9,0 3 7 5 4 9 2 ,4 24 5 9 7 4 9 1 2,0 0 4 ,4 0 4 ,7 8 8

▼自

動

車

逮

総 収 益 1,9 7 4 ユ9 2 ,6 5 2 2 3 1 42 9 7 ,4 3 9 2 4 0 7 5 5 2 ,4 3 2 2 ,8 0 3 ,1 3 6 5 3 9 2 9 1 0 0 3 5 5 2 2

乗 車 料 収 入 1 ,7 8 4 3 6 65 0 1 2 1 1 8 3 1 1 8 8 1 2 1 5 2 3 4 2.6 7 0 2 ,41 63 3 8β8 8 2 5 0 6 2 6 2 3 92

そ の 他 収 入 1 8 9 β2 6 ,1 5 1 1 9 5 ,9 85 ,5 5 8 2 54 ,6 0 9,7 6 2 3 8 6 ,7 9 76 5 1 4 0 3 ,7 72 β3 0

総 費 用 2 2 0 5 .7 1 7 3 4 1 2 4 7 7 .1 0 64 9 4 27 4 1,9 6 9 ,76 9 2 ,8 6 41 6 6 6 1 7 2 ,9 1 8 ,80 2,6 0 1

人 件 費 1,6 6 0 6 9 2 2 7 4 13 7 8 ,22 7 ,8 5 6 2 0 8 5 ,0 1 8 ,3 7 3 2 ,1 8 4 .73 2 8 2 1 2 2 1 8 S 7 1D 3 7

減 価 償 却 費 1 0 4 3 0 13 4 6 1 2 9 ユ3 0 ユ0 1 1 4 1,7 0 5,4 0 9 1 6 0 ,7 6 3β6 8 18 9 β7 7 ,8 5 3

燃 料 費 1 1 7 5 0 8 ー6 4 0 1 2 22 2 6 2 7 6 1 4 11 2 4.0 3 1 1 3 9 ,4 7 72 1 4 1 2 8 9 0 70 8 8

送
支 払 利 息 9 6 9 6 7 0 0 0 1 1 1,8 6 5 ,2 7 1 1 2 5 3 9 6 5 6 5 1 1 4 ,6 1 9 β6 3 9 1 1 6 8 6 6 9

m 修 繕 費 7 0 ,9 7 3か3 7 6 93 3 3 6 6 4 7 3 ,1 6 8 β7 1 6 6 3 4 8 .45 0 6 8 2 7 2 5 5 5

業 そ の 他 1 5 5 2 7 4 ,1 4 4 1 66 3 2 3 3 2 6 1 7 55 5 6 ,7 2 0 1 9 8 2 2 46 0 1 2 2 1 ,80 5 3 9 9

単 年 度 損 益 △2 3 1 ,5 2 4,68 9 ∠ゝ 1 6 28 0 9 0 5 5 △3 3 4 ,4 1 7 3 3 7 ∠̂ 6 1,0 3 0,0 7 8 ∠8 ,7 6 6,7 7 9

累 積 欠 損 金 8 5 9 .0 8 9 3 3 9 9 7 4 9 1 50 1 0 1 ,1 04 ,9 2 7 3 8 9 2 3 4 ,1 1 03 0 5 18 5 ,1 7 1,4 7 2

計

総 収 益 2 ,6 4 8▼6 6 7 β2 6 3 ユ7 2 6 90 ,9 3 4 32 7 2,70 5,52 3 3,9 2 92 5 5,1 4 4 4ユ 7 1 ,72 8 3 6 7

乗 車 料 収 入 2 3 1 8 3 4 5 jO 2 8 ヱS 2 9 B 6 2 8 3 1 2 8 3 0ユ 5 9 5 6 3 3 ユ2 6 2 6 0,8 2 4 3 2 0 2 4 0 6 9 53

そ の 他 収 入 3 3 0 3 2 1,9 9 8 3 12 8 2 8 .10 3 4 4 25 4 5,8 6 0 8 0 2 9 9 4 3 2 0 9 6 9 ,3 2 1,4 1 4

総 費 用 3 3 2 15 7 3 ,6 9 3 3,6 3 8 3 0 3 3 4 3 3,9 1 0 3 5 03 4 6 4 ,14 9 8 8 74 0 5 4 2 6 2 3 3 2 2 6 2

A ft ft 2 5 4 5 2 9 0 ,78 3 2 ,78 4 8 3 3 6 7 9 2,9 9 3 0 5 4 2 1 2 3,18 1,7 0 9,7 5 8 3 2 7 6 6 3 5β3 7

減 価 償 却 費 1 4 38 6 9 0 9 3 1 6 0 ,83 5,7 7 2 1 6 6 5 5 0,2 5 7 18 6,6 2 1 5 0 0 2 0 8 ,9 2 2 7 3 3

電 力 費 . 燃 料 費 1 4 3 5 8 8 4 9 9 1 5 1,72 0 ,0 07 1 7 32 9 6,5 06 1 7 32 7 23 5 9 16 2 ユ 3 6ユ8 4

支 払 利 息 2 2 4 ,4 2 4 β9 8 2 5 9 ,6 2 3 6 3 1 2 8 14 1 94 89 2 7 9 4 4 3 ,7 32 2 4 3 ,8 9 1.1 9 5

修 繕 費 8 5 β0 14 9 8 8 5 .44 4 β5 0 8 8 6 4 73 9 1 8 6 2 1 73 60 8 6 ,8 5 9 β 7 8

そ の 他 1 7 8 ,79 8 ,9 2 2 1 95 β4 6 8 0 4 2 0 7 .3 8 1β9 1 2 4 2 6 2 12.6 9 6 2 8 3 8 8 66 3 5

単 年 度 損 益 ∠ゝ.6 7 2 9 0 6 ,66 7 ∠叫 6 5 .6 1 3 D 0 9 ∠ゝ 6 3 7 .6 4 4,8 2 3 △ 2 2 0 .6 3 2 2 6 1 △ 9 0 6 0 3 8 9 5

累 積 欠 損 金 2 .7 8 70 7 39 6 4 3 ユー1 7 2 0 0 5 2 0 3 4 5 39 6 4 .93 8 2 ,6 5 8 .7 0 7 .7 9 6 2 ユ8 9 5 7 62 6 0
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6　職員数及び給与

(1)　部門別職員数
(昭54.4,1現在)

部 門別 .

職 種別 性 別

- 般 管 理 電 卓 ノ、 一ス 計

男 女 dt 男 女 計 男 女 計 男 女 計

特 別 職 1 1 1 1

事 務 職 2 0 6 2 6 9 1 1 0 3 0 3 3 3 5 9 1 0 6 9

技 術 職 3 7 3 7 4 1 4 1 7 8 7 8

運 転 手 6 7 6 7 3 1 3 3 1 3 3 8 0 3 8 0

車 重 1 1 1 0 5 1 5 l l 5 1 6

そ の 他 7 1 8 2 9 2 0 3 1 2 3 3 5 8 3 b l

計 2 8 7 3 5 1 3 4 1 1 3 5 4 2 5 1 0 4 3 5 5 8 7 1 8 6 0 5

C2)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭54.4月分)

事 項 部門別
一 般 管 理 電 車 ノ、 一ス 計

基 本 給 (円) 2 4 9.2 8 2 2 7 5,8 4 6 1 9 6 ,7 4 9 2 1 3 ,5 8 8

特 殊勤務手当 (円) 1 7 7 5,2 6 5 6,8 9 7 6 ,1 3 7

超 過勤務手当 (円) 1 4,9 3 0 1 6,0 5 4 1 5,2 3 4 1 5,4 0 1

そ の他 の手当 (円) . 1 0,0 5 8 6,3 4 9 7,0 4 6 7,0 6 5

合 計 (円) 2 7 4,4 4 7 2 8 5,5 1 4 2 2 5,9 2 6 2 4 2 ,1 9 1

年 齢 (才) 4 7 .3 5 1.7 4 3.3 4 5.3

勤 続 年 数 (年) 2 3.l l 2 7 .l l 1 5.8 1 8.1 0

(琵)合計欄は特別職を除く

7　施　　設

事 項

施設名
面 積 施 設 内 容

交 通 局
12,0 5 4 m2

事務所 電車車庫 車両整備工場 電車大江詰所

小 峯 営 業 所

1 6,2 0 5

営業所 パス車庫

小 峯 整 備 工 場 整備工場

坪 井 営 業 所 6,5 3 8 営業所 バス車庫

本 山 営 業 所 6,2 7 2 バス車庫 小整備工場
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